
い
、
入
賞
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

○
最
優
秀
賞

佐
藤
ひ
と
み
さ
ん
（
双
葉
郡

　

楢
葉
町
）

　

全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

と
色
合
い
の
柔
ら
か
さ
か
ら
温

か
み
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

○
優
秀
賞

辻
本
惠
美
子
さ
ん
（
大
阪

　

府
）

前
田
昌
克
さ
ん
（
大
阪
府
）

○
市
民
特
別
賞

吉
田
栞
さ
ん
（
平
二
小
）

今
野
綾
子
さ
ん
（
中
央
台
南

　

中
）

猪
狩
あ
ゆ
み
さ
ん
（
錦
町
）

◇　

◇　

◇　

◇

　

最
優
秀
作
品
を
図
案
化
し
た

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
等
を
作
成
し
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
し
て
七
月
か
ら
登
録

施
設
に
掲
示
し
ま
す
。

登
録
施
設
を
募
集

対
象
施
設　

市
内
に
所
在
し
、

　

次
の
①
②
の
要
件
を
い
ず
れ

　

も
満
た
す
施
設

①
四
方
が
隔
壁
や
パ
ー
テ
ー

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
は

　

市
で
は
、
乳
幼
児
を
連
れ
た

保
護
者
が
授
乳
や
お
む
つ
替
え

な
ど
の
た
め
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
を
「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」
と
し
て
登
録
し
、
子
育

て
中
の
家
族
が
安
心
し
て
外
出

で
き
る
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
開
始
に
先
立
ち
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
四

百
二
十
二
点
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
、

表
彰
式
を
三
月
二
十
七
日
に
行

広報いわき　24. 5　67　広報いわき　24. 5

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

シ
ョ
ン
等
で
仕
切
ら
れ
、
人

　

目
を
気
に
せ
ず
授
乳
で
き
る

②
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
や
ベ
ビ
ー

　

シ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
お
む

　

つ
を
替
え
ら
れ
る

申
請
方
法　

登
録
申
請
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
９

　

７
０
―
８
６
８
６　

児
童
家

　

庭
課
へ
（
直
接
持
参
も
可
）

※
申
請
書
の
提
出
後
、
施
設
の

　

調
査
を
行
い
適
当
と
認
め
た

　

場
合
に
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

　

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

※
登
録
申
請
書
は
、
同
課
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　

手
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

児
童
家
庭
課

　

児
童
家
庭
係

　

☎
22
・
７
４
５
２

決定
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　同表彰は、消防業務に長年従事し、
勤務成績が優秀で、他の模範と認めら
れる消防団員などを表彰するものです。
　今回は、次の４人の団員の方々が永
年勤続功労章を受章されました。
　＝支団別（受章時の年齢、所属、階
　級）・敬称略＝
▷鈴木一美62＝第１支団分団長　平鎌
　　　　　　　田
▷岡田和則56＝第１支団分団長　平赤
　　　　　　　井
▷草野憲壱62＝第１支団団員　平
▷木田和雄61＝第５支団分団長　好間
　　　　　　　町下好間

　同叙勲は、警察官や消防士、法務事務官など著
しく危険性の高い業務に精励した方に贈られるも
のです。市内からは、次の８人の方々が受章され
ました。
　　　＝年齢は４月29日現在。50音順・敬称略＝
瑞宝双光章
▷鵜沼正治71＝元市消防司令長　平中山
▷加藤善男70＝元警視正　平中平窪
▷高橋正三65＝元海上保安官　石森
▷棚木幸生70＝元県警警視　錦町
▷松﨑博文70＝元県警警部　内郷御厩町
瑞宝単光章
▷菅野孝夫70＝元県警警部　郷ケ丘
▷木村保70＝元県警警部補　平
▷佐藤忠道79＝元市消防司令　常磐上湯長谷町

平成23年度消防庁長官表彰 第18回危険業務従事者叙勲

最優秀賞に決定した作品

市役所本庁舎１階の
「赤ちゃんの駅」

５月は消費者月間

　近年、悪質な訪問販売などの手口が、ますます複雑かつ巧妙なものになっている
とともに、震災に便乗した悪質商法も発生しています。
　今月号では、悪質商法の主な手口やその対策などを紹介します。

【内容】インターネットで「放射性物質を取
り除く」とうたった商品を注文し、前払いで
代金を振り込んだが、商品が一向に届かない。
業者に電話をかけてもつながらない。
【対策】科学的な根拠やデータがない広告も
見られます。広告や営業トークをうのみにせ
ず、購入は慎重にしましょう。
　通信販売にはクー
リング・オフ制度が
ありません。注文す
る前に、返品の可否
や条件をよく確認し
ましょう。

【内容】業者から電話があり「震災以降、急
成長している会社がある。近々、上場する予
定なので上場すれば株価が上がって必ずもう
かる」と未公開株の購入を勧誘された。
【対策】震災にかこつけて将来有望な会社だ
と説明して消費者の投資欲をあおり、未公開
株や社債を勧める手口です。
　必ずもうかる投資
はありません。
　取り引きの内容が
理解できない場合は、
簡単に契約せずに、
きっぱりと断りま
しょう。

要らないものを勧められたら、あいまい
な返事はせず、きっぱりと断ることが大
切です。

契約を急かされてもその場で契約せず、
家族や友人に相談しましょう。

うまい話やもうけ話、理解できない話に
は乗らないようにしましょう。

商品・サービスの内容や価格について、
他社のものと比較検討してみましょう。

怪しい電話や訪問があった場合、すぐに
消費生活センターや警察に連絡しましょ
う。

家族や身近にいる人で注意し合い、地域
ぐるみで被害に遭わないようにしましょ
う。

●市消費生活センター
▶相談ダイヤル　☎22－0999　　22－0985
▶受付時間　月～金曜日（年末年始、祝日を
　除く）　９時～16時
●県消費生活センター
▶相談ダイヤル　☎024－521－0999　　024
　－521－7982
▶受付時間　月～金曜日（年末年始、祝日を
　除く）　９時～18時30分

相談窓口・相談ダイヤル

▶とき　５月22日㈫　13時30分～15時30分
▶ところ　生涯学習プラザ
▶定員　100人（応募多数の場合は抽選）
▶演題　落語で学ぶ悪質商法
▶講師　夢見亭わっぱさん
▶申込方法　電話（☎22－7021）で
　消費生活センターへ
▶申込期限　５月16日㈬

消費者月間記念講演会

【内容】インタ ネ トで「放射性物質を取

怪しい投資の勧誘「放射性物質を取り除く」とうたう
商品の購入トラブル

被害に遭わないための心得

１

３

５
２

４

６

開催

だまされないで！悪質商法だまされないで！悪質商法だまされないで！悪質商法

必ずもうかります
のでぜひ××社の
未公開株を購入
　しませんか～？

業者へ電話
をかけても
通じない…

代金を振り込んだ
のに商品が届かな
い…

  

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

  

入
賞
作
品


